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初 め て の 脱 穀 体 験

10月５日に蓬田小学校で春に植えた稲を

自分たちの手で刈り取り、脱穀作業を行い

ました。脱穀機を使う作業にはじめは戸惑

っていたものの順調に作業を行っていまし

た。
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一村自立と効率的な行政運営をめざし

第３次蓬田村行政改革大綱を策定

蓬
田

村
で

は
、
平

成
十

六

年
一
月
に
行
政
改
革
推
進
本
部

（
本
部
長
・
古
川
正
隆
村
長
）

を
設
置
す
る
と
と
も
に
、
行
政

の
外
部
か
ら
意
見
を
求
め
る
た

め
、
蓬
田
村
行
政
改
革
推
進
委

員
会
（
久
慈
隆
一
会
長
）
を
組

織
し
、
第
三
次
「
蓬
田
村
行
政

改
革
大
綱
」
の
策
定
に
取
り
組

ん
で
き
ま
し
た
。

今
回
の
大
綱
策
定
の
背
景
に

は
、
国
が
進
め
る
三
位
一
体
改

革
を
け
じ
め
、
地
方
分
権
の
推

進
等
自
治
体

を
取
り
巻
く
社
会

情
勢
の
大
き
な
変
化

が
あ
り
ま

す
。

特

に
地

方

交
付

税

や
国

庫
補
助
負
担
金
等
の
大
幅
削
減

が
、
村
財
政
に
与
え

た
影
響
は

大
き
く
、
厳
し

い
財
政
運
営
を

迫
ら
れ
て
い
ま
す
。

新
大
綱
の
推
進
期
間
は
、
平

成
十
六
年
度
か
ら
平
成
二
十
年

度
ま
で
の
五
年
間
で
す
。
住
民

の
皆
さ
ん
の
理
解
と
協
力
を
得

な
が
ら
推
進
を
図
る
た
め
、
こ

こ
に
内
容
を
紹
介
し
ま
す
。

行
政
改
革
の

基
本
方
針

一
　
「
最
小
の
経
費
で
最
大
の

効
果
を
上
げ
る
」
と
い
う
地

方
自
治
運
営
の
基
本
原
則

に
立
ち
、
隕
ら
れ
た
財
源
の

な
か
、
創
意
と
工
夫
に
よ
り

一
村
自
立
を
目
標
と
し
ま

す
。

二
　
「
職
員
の
意
識
改
革
な
く

し
て
行
革
な
し
」
を
念
頭

に
、
地
方
分
権
に
対
応
で
き

る
人
材
の
育
成
を
推
進
し

ま
す
。

三
　
住
民
の
理
解
を
得
な
が
ら

税
収
等
の
自
主
財
源

の
確

保
、
事
務
事
業
の
見
直
し
、

各
種
委
員
会
の
統
廃
合
、
職

員

の
定
員
管
理
と
給
与

の

適
正
化
、
民
営
化
推
進
等
、

経
営
感
覚
に
基

づ
い
た
行

政
サ

ー
ビ
ス
に
取
り

組
み

ま
す
。

四
　
「
少
な
い
職
員
で
効
率
的

な
行
政
運
営
」
を
目
指
し
、

役
場
組
織
の
コ
ン

パ
ク
ト

化
に
取
り
組
み
ま
す
。

五
　
こ
れ
か
ら
の
村
政
は
、
行

政
側
か
一
方
的
に
進
め
る

の
で

は
な
く
、
そ
こ

に
住

み
、
負
担
を
し
、
受
益
す
る

住
民

の
理
解
と
協
力
が
不

可
欠
で
あ
り
、
村
政
へ
の
住

民
参
画
を
推
進
し
ま
す
。

蓬
田
村
行
政
改
革

大
綱
の
内
容

一
　

事

務

事

業

の

見

直

し

●

主

な

実

施

事

項

①
　

将

来

的

な

出

生

数

の

見

通

し

や

、

国

の

行

革

に

伴

う

国

庫

補

助

負

担

金

の

廃

止

を

受

け

、

幼

稚

園

の

廃

止

、

保

育

所

の

民

営

化

を

進

め

ま

す

。

（
幼
稚
園
の
廃
止
・
平
成
十
六
年
度
末
）

（
保
育
所
民
営
化
・
平
成
十
七
年
度
か
ら
）

②
　

村

補

助

金

等

の

整

理

合

理

化

に

当

た

っ

て

は

、

審

査

基

準

に

基

づ

い

た

補

助

金

交

付

団

体

の

選

定

、

交

付

期

間

の

設

定

等

、

村

補

助

金

制

度

の

抜

本

的

な

改

革

を

行

い

ま

す

。

役

場

に

事

務

局

の

あ

る

補

助

団

体

に

つ

い

て

は

自

立

化

を

進

め

ま

す

。

二
　

組

織

、

機

構

の

見

直

し

●

主

な

実

施

項

目

①
　

各

課

、

各

班

の

事

務

量

の

定

期

的

な

点

検

を

行

い

、

隕

ら

れ

た

人

員

の

中

で

新

た

な

行

政

課

題

に

も

対

応

で

き

る
コ

ン

パ
ク
ト
で
機
能

的
な
行
政
機
構

づ
く
り
を

目
指
し
ま
す
。

②
　
附
属
機
関
と
し
て
の
各
種

審
議
会
、
委
員
会
の
整
理
統

合
を
進
め
ま
す
。
村
づ
く
り

に
対
す
る
住
民
と
行
政
の

パ
ー
ト
ナ

ー
シ
ッ
プ
構
築

の
た
め
、
男
女
共
同
参
画
を

推
進
し
ま
す
。

三
　
外
郭
団
体

●
主
な
実
施
事
項

①
　
第
三
セ
ク
タ
ー
の
健
全
な

運
営
を
図
る
た
め
定
期
的

な
経
営
状
況

の
点
検
評
価

と
、
経
営
状
況
の
議
会
へ
の

報
告
を
継
続
し
ま
す
。

②
　
村
が
設
立
し
、
あ
る
い
は

各
種
支
援
を
行

っ
て
き
た

外
郭
団
体
に
つ
い
て
は
、
村

政
運
営
の
重
要

な
一
翼
を

担
っ
て
き
た
と
こ

ろ
で
す

が
、
厳
し
い
村
財
政
状
況
を

踏
ま
え
委
託
料
、
補
助
金
等

の
財
政
支
援
に
つ

い
て
見

直
し
を
図
り
ま
す
。

四
　
定
員
管
理
・
給
与
の適
正
化

●
主
な
実
施
事
項

①
　
定
員
管
理

少
な
い
人
員
で
効
率
的
な

行
政
運
営
を
目
指
し
新
た

●第３次蓬田村行政改革大綱を策定　２



な

「

定

員

適

正

化

計

画

」

を

策

定

し

ま

す

。

（
計
画
期
間
　

平
成
十
七
年
度
か
ら
平
成
二
十
一
年
度
）

《

計

画

目

標

職

員

数

）

削
減
目
標
職
員
数

平
成
二
十
一
年
四
月
一
日
職
員
数

平
成
十
六
年
四
月
一
日
職
員
数

十
三
人
減
（
十
七

厶
二
％
減
）

六
十
二
人

七
十
五
人

②
　

給

与

、

諸

手

当

の

見

直

し

▼

五

十

五

歳

以

上

の

職

員

の

昇

給

停

止
　

（
平
成
十
六
年
四
月
開
始
）

▼

特

別

職

職

員

、

教

育

長

の

給

与

十

％

引

き

下

げ

（
平
成
十
六
年
八
月
か
ら
実
施
）

▼

職

員

給

与

の

二

％

～

五

％

削

減
　
　

（
平
成
十
六
年
十
月
か
ら
実
施
）

▼

管

理

職

手

当

の

削

減

▼

特

殊

勤

務

手

当

の

廃

止

▼

職

員

、

特

別

職

等

の

旅

費

日

当

の

廃

止

（
平
成
十
五
年
度
か
ら

継
続
実
施
）

▼

議

員

、

各

種

委

員

の

旅

費

日

当

の

廃

止

、

会

議

招

集

時

の

費

用

弁

償

廃

止

（
平
成
十
六
年
度
か
ら
実
施
）

▼

職

員

の

退

職

手

当

支

給

率

の

引

き

下

げ（
平
成
十
六
年
度
か
ら
実
施
）

▼

退

職

時

特

別

昇

給

制

度

の

廃

止
　
　
　
（
平
成
十
七
年
一
月
か
ら
実
施
）

五
　

人

材

育

成

の

推

進

●

主

な

実

施

事

項

①
　

各

種

研

修

の

充

実

に

よ

り

、

地

方

行

政

の

担

い

手

と

し

て

地

方

分

権

に

対

応

で

き

る

職

員

の

能

力

開

発

に

努

め

、

組

織

全

体

の

レ

ベ

ル

ア

ッ

プ

を

目

指

し

ま

す

。

②
　

政

策

立

案

、

事

務

事

業

の

改

善

に

対

す

る

職

員

提

案

の

積

極

的

な

活

用

。

六
　

行

政

の

情

報

化

と

行

政

サ

ー

ビ

ス

の

向

上

●

主

な

実

施

事

項

①
　

住

民

に

と

っ

て

わ

か

り

や

す

く

、

利

用

し

や

す

い

窓

口

実

現

の

た

め

、

縦

割

り

主

義

的

な

対

応

の

改

善

、

接

客

マ

ナ

ー

の

向

上

、

職

員

配

列

の

改

善

等

、

住

民

の

立

場

に

立

っ

た

行

政

サ

ー

ビ

ス

を

推

進

し

ま

す

。

②
　

電

子

自

治

体

構

築

に

向

け

、

庁

内

ネ

ッ

ト

ワ

ー

ク

、

端

末

パ

ソ

コ

ン

の

整

備

を

行

い

、

事

務

の

効

率

化

を

図

り

ま

す

。

③
　

村

ホ

ー

ム

ペ

ー

ジ

に

住

民

か

ら

の

意

見

、

提

言

を

求

め

る

コ

ー

ナ

ー

を

設

置

し

ま

す

。
　

（
平
成
十
六
年
七
月
設
置
）

④
　

村

が

保

有

す

る

個

人

情

報

の

適

正

な

取

扱

い

と

管

理

に

努

め

ま

す

。

七
　
公
正
の
確
保
と
透
明
性
の
向
上

わ
か
り
や
す
く
、
開
か

れ
た
村
政

の
推
進
を
目
指

し
、
情
報
公
開
等
を
通
じ
て

村
政
の
透
明
性
を
高
め
ま

す
。

●
主
な
実
施
事
項

①
　
情
報
公
開
に
対
応
で
き
る

行
政
文
書
の
管
理
と
整
備

②
　
監
査
機
能
の
強
化
に
よ
る

効
率
的
な
行
政
運
営
の
確

保
③
　
地
域
懇
談
会
、
行
政
懇
談

会
、
ア
ン
ケ
ー
ト

調
査
等

に
よ
り
、
住
民
の
行
政
へ
の

積
極
的
な
参
画
を
求
め
ま

す
。

八
　
経
費
の
節
減
合
理
化

。

財
政
の
健
全
化

●
主
な
実
施
項
目

①
　
財
政
運
営
の
適
正
化

▼
中
長
期
的
な
財
政
運
営
計
画

の
も
と
、
経
常
収
支
比
率

九
十
％
未
満
を
目
標
と
し

公

債
費
の
可

能
な
限
り
の

抑
制
と
地
方
債
の
繰
り
上

げ
償
還
に
努
め
ま
す
。

▼
限
ら
れ
た
財
源
の
な
か
、
各

種
事
業
の
優
先
順
位
を
明

確
化
し
、
政
策
的
経
費
へ
の

重
点
配
分
に
努
め
ま
す
。

②
　

財

源

の

確

保

▼

村

税

等

の

収

納

率

向

上

、

納

税

相

談

の

積

極

的

な

取

り

組

み

、

滞

納

解

消

の

強

化

に

取

り

組

み

ま

す

。

▼

使

用

料

、

手

数

料

に

つ

い

て

は

、

定

期

的

な

見

直

し

を

行

い

ま

す

。

▼

村

有

地

の

利

活

用

状

況

を

調

査

し

、

長

期

貸

付

と

な

っ

て

い

る

遊

休

地

の

売

却

等

を

検

討

し

ま

す

。

財

産

管

理

台

帳

の

整

備

を

行

い

、

村

有

財

産

の

適

正

管

理

に

努

め

ま

す

。

③
　

物

件

費

の

節

減

合

理

化

▼

事

務

用

消

耗

品

の

総

務

課

集

中

管

理

、

通

信

運

搬

費

や

庁

舎

等

の

光

熱

水

費

な

ど

内

部

経

費

の

節

約

に

取

り

組

み

ま

す

。

▼

職

場

の

省

子

不

、

リ

サ

イ

ク

ル

を

推

進

し

ま

す

。

九
　

会

館

等

公

共

施

設

関

係

公

共

施

設

の

管

理

運

営

に

あ

た

っ

て

は

、

現

行

の

管

理

委

託

制

度

か

ら

、

指

定

管

理

者

制

度

へ

の

移

行

を

進

め

ま

す

。（
平
成
十
八
年
四
月
移
行
予
定
）

十
　

公

共

工

事

関

係

公

共

工

事

に

つ

い

て

は

、

適

切

な

設

計

単

価

、

予

定

価

格

の

設

定

を

行

い

、

コ

ス

ト

縮

減

を

図

り

ま

す

。

入

札

制

度

に

つ

い

て

は

、

予

定

価

格

の

公

表

、

入

札

・
契

約

業

務

の

総

務

課

監

理

班

一

括

処

理

の

体

制

で

透

明

性

の

確

保

に

努

め

ま

す

。

十

一
　

そ

の

他

の

事

項

①
　

広

域

行

政

関

係

廃

棄

物

処

理

対

策

、

介

護

認

定

審

査

、

消

防

・
救

急

業

務

等

、

広

域

的

な

共

通

課

題

に

取

り

組

む

広

域

事

務

組

合

の

事

業

運

営

に

つ

い

て

は

、

経

費

の

縮

減

を

求

め

ま

す

。

②
　

議

会

関

係

▼

村

の

行

政

改

革

の

趣

旨

を

尊

重

し

、

運

営

経

費

の

節

減

等

自

主

的

な

取

り

組

み

を

進

め

ま

す

。

▼

議

員

報

酬

の

十

％

引

き

下

げ

。

（
平
成
十
六
年
八
月
か
ら
実
施
）

▼

地

方

分

権

が

進

む

な

か

、

住

民

に

身

近

な

議

会

と

し

て

議

会

活

動

の

一

層

の

活

性

化

を

図

り

ま

す

。

③
　

市

町

村

合

併

関

係

行

政

改

革

に

よ

り

最

大

限

の

ス

リ

ム

化

を

図

り

な

が

ら

、

単

独

自

治

体

と

し

て

一

村

自

立

を

目

標

と

し

ま

す

。

今

後

市

町

村

合

併

に

関

す

る

国

の

政

策

の

動

向

、

近

隣

市

町

村

の

動

向

、

住

民

意

向

の

把

握

に

努

め

ま

す

。

3　●第３次蓬田村行政改革大綱を策定



む弓・咢枩霑艦痍觀ａ觀

●漁業者と蓬田小学校

ブナ560本植樹

10月１日（金）、蓬田小学校児童と漁業者や関係者が集まりヨモットの森（蓬田山国有林）約0.3ha

にブナの植木560本を植樹しました。

参加者は、青森森林管理署の担当者から植え方の指導を受け、一本一本丁寧に植えていました。

この事業は、森林内での体験学習はもちろん、植樹をすることで、森林、河川、海の環境を保全す

る目的で行われました。

●蟹田駅で

一日駅長

10月18日（月）、蟹田駅において蓬田中学校生徒が１日名誉駅長を体験しました。

１日名誉駅長に選ばれたのは、蓬田中学校３年で生徒会会長を務める中村彩子さん（郷沢）で、１

日駅長委嘱状交付式では、「今回１日駅長に選ばれてとてもうれしい。将来はJRの職員になって駅長

になりたいです。」とあいさつをしました。

交付式のあと、到着する列車を待ち、改札業務を体験し、出発指示の合図を送り終了しました。

体験終了後、中村さんは「とても緊張しましたがなかなかできない体験ができて、とてもうれしい

かったです。」と感想を話してくれました。

●むらのできごとあれこれ　４



●秋季火防演習

10月17日（日）、蓬田村消防団（木戸鐵雄団長）は火災に対応できる態勢を整えるため、長科地区

で火災が発生、延焼の恐れありと想定して秋季火防演習を行いました。

火災現場に到着した団員は、きびきびした動作で消火活動にあたり、ポンプ自動車の中継も手際よ

く行われ、日頃の訓練の成果を発揮していました。

この後、団員は分列行進を行い士気を高めました。

●蓬田小学校稲刈り

脱穀体験

５月に植えた青々とした苗が大きく育ち、９月27日（月）に蓬田小学校児童（５・６年生）が、黄

金色に成長した稲を刈り取りました。今年は昨年とは違い豊作で、児童たちは鎌で刈り取ったり、束

にして縛ったりと一生懸命刈り取り作業に汗を流していました。

収穫した米は、12月に小学校のもちつき大会で味わうそうです。

5　●むらのできごとあれこれ



地域でともに暮らせる街づくりをめざして

精神障害者の偏見をなくし、地域住民の障害者への理解を得るとともに、社会参加や自立のための

支援の輪を拡大することを目的に、平成16年10月１日「県民福祉プラザ」で晴天のもと300人の参加

を得ながら「こころふれあいinあおもり」が盛大に行われました。

会場の廊下では、健康福祉展が開催され、９箇所の作業所で作られた作品の展示即売がにぎやかに

行われ、体験者とボランティアで運営された模擬喫茶店もあり休憩や談話に利用され楽しいひととき

を過ごしていました。

開催のメインは、体験者の意見発表である「公開井戸端会議」で、病気のために回覧板を持って行

こうとしても玄関から出られなくなり、近所のおばさんの暖かい声がけと手助けで切り抜けた事、勇

気あるカナダ１人旅の報告やホームヘルパーを利用しながら元気に１人暮らしをしている報告、身内

の不幸の悲しみや、体験者同士の結婚生活の悲喜こもごもなど病気を体験した人のありのままの自然

な姿が話され、地域の人々の温かい声がけや、ちょっとしたお手伝いで元気に普通に暮らしていける

ことがわかり、恐れず普通に対応していけば良いのだと思いました。

会場からも質問やアドバイスが話され、和気

あいあいとした雰囲気で終わりました。

そのあと、壇上の発表者と参加者全員による

｢ふれあいコンサート｣が行われ、大きな古時計、

上を向いて歩こう、青い森のメッセージの３曲

を歌う中で心が一つになり、ほのぼのした雰囲

気で終わりました。

村からは、在宅介護支援センター相談協力員

(民生委員・児童委員) の皆さんが稲刈り作業

の多忙のなか、参加され、病気の理解と地域で

の生活守接について理解を深めまＬか。

ノーマライゼーションとは

1950年代のデンマークで提唱された考

え方で、障害者福祉の最も、重要な理念と

されている。

高齢者も障害者も健常者も全て、普通

（ノーマル）の生活を送るため、共に暮ら

し、共に生きていく社会をつくる考え方で

ある。

バリアフリーとは

障害のある人が社会生活をしていく上、

物理的な障壁（バリア）を除去する意味が

あるが、社会参加を困難にしている社会

的、制度的、心理的な全ての障壁を除去す

るという意味に用いられる。

●地域でともに暮らせる街づくりをめざして　6



天
位
６
年

吉

田

菜

摘
さ
ん

雪
だ
る
ま
さ
む
い
と
こ
ろ
が
好
き
で
す
か

●
佳
作
　
冬
の
日
に
息
を
は
い
た
ら
け
む
り
出
た
　
　
　
　
　
　
　
　

５
年
　
石
坂
　
吹
樹

さ
ん
び
い
な
最
低
気
温
ひ
ょ
う
て
ん
か
　
　
　
　
　
　
　
　

５
年
　
山
舘
　
光
平

ふ
ゆ
や
す
み
ゆ
き
で
い
っ
ぱ
い
あ
そ
ぼ
う
よ
　
　
　
　
　
　

３
年
　
越
田
　
優
希

さ
む
い
ふ
ゆ
虫
も
と
う
み
ん
し
て
い
る
ね
　
　
　
　
　
　
　

３
年
　
細
谷
樹
希
也

さ
む
い
な
あ
家
で
ゴ
ロ
ゴ
ロ
ふ
と
っ
た
よ
　
　
　
　
　
　
　

６
年
　
沼
田
　
恵
李

雪
玉
が
か
お
に
あ
た
っ
て
さ
む
す
ぎ
る
　
　
　
　
　
　
　
　

５
年
　
蝦
名
　
沙
織

冬
の
空
な
ん
だ
か
星
が
と
ん
で
き
そ
う
　
　
　
　
　
　
　
　

５
年
　
稲
葉
　
奏
子

あ
き
の
よ
る
さ
む
さ
こ
た
え
る
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
　
　
　
　
　
４
年
　
越
田
　
雄
大

さ
む
い
夜
ふ
と
ん
を
一
枚
増
や
し
た
よ
　
　
　
　
　
　
　
　

６
年
　
杉
田
　
夏
美

さ
む
い
ひ
は
わ
た
し
が
ひ
め
だ
う
つ
く
し
い
　
　
　
　
　
　
１
年
　
吉
田
　
小
夏

た
い
ふ
う
が
な
ん
ど
も
く
る
ぞ
さ
む
く
な
る
　
　
　
　
　
　
Ｌ
年
　
山
口
　
聖
也

土
の
中
で
勉
強
し
て
る
も
ぐ
ら
さ
ん
　
　
　
　
　
　
　
　
　

５
年
　
柿
崎
　
彩
花

さ
む
い
冬
や
ね
で
つ
ら
ら
が
あ
そ
ん
で
る
　
　
　
　
　
　
　
６
年
　
加
藤
　
干
愛

さ
む
く
て
も
み
ん
な
の
心
あ
っ
た
か
い
　
　
　
　
　
　
　
　

５
年
　
古
川
　
智
絵

●
五
客
　
冷
た
い
よ
あ
な
た
の
心
冷
た
い
で
す
　
　
　
　
　
　
　
　
　

５
年
　
細
谷
　
慶
仁

寒
く
な
る
人
が
だ
ん
だ
ん
い
な
く
な
る
　
　
　
　
　
　
　
　

５
年
　
久
慈
　
也
美

さ
む
い
な
あ
あ
し
た
の
て
ん
き
た
の
し
み
だ
　
　
　
　
　
　

３
年
　
八
幡
　
教
太

ス
ト
ー
ブ
に
と
っ
て
も
お
世
話
に
な
っ
て
い
る
　
　
　
　
　
３
年
　
福
井
　
海
青

寒
い
朝
母
さ
ん
の
手
が
温
か
い
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

４
年
　
福
士
か
れ
ん

☆
人
位
　
さ
む
い
冬
で
か
い
ゆ
き
だ
ま
な
げ
ち
ゃ
う
ぞ
　
　
　
　
　
　
３
年
　
青
木
　
譲
也

☆
地
位
　
こ
こ
ろ
が
ね
さ
む
く
な
る
と
き
か
な
し
い
よ
　
　
　
　
　
　

２
年
　
小
川
　
護
央

児童川柳

題 「寒 い」

おかじょうき

川柳社

八戸

むさしさん

選 評

寒くなりましたね。最低

気温がぐんぐん下かってい

るのが分かります。

蓬田小学校の皆さん、寒

さになんか負けないで遊び

も勉強も川柳も頑張ろう。

「寒い」という題で、３年

生の福井海青＜んは「寒い」

という言葉を使わないで

作ってくれました。海青く

ん５・ワ・５だよ。

「とっても」を「とても」

にしたり「お世話に」を「世

話に」にすればちゃんと５・

ワ・５になるよ。

人位　譲也くん、自分の言

葉で言いたいこと書いてく

れましたね。それが良かっ

た。

地位　２年生で、「心が寒

くなる」という感覚を手に

入れた護央＜んに感心しま

した。

天位　菜摘さん、雪だるま

に素直に話しかけている様

子が見えるようです。

ミシェールの日記
９月２６日(日)

今日、田舎館村に行き、青森県の収穫について習いました。日本では、米

がとても大切だと思います。田舎館村の田は非常に面白く棟方志功の絵を

色々な稲の種類を使って描かれていました。稲を刈り取るためにくる人が多

かったです。稲を鎌で刈って結びました。私はうまくいかなかったので、色々

手伝ってもらいました。

９月２７日(月)

今日は蓬田小学校５・６年生の児童と一緒に稲を刈りました。後で小学校の体育館で脱穀しま

した。機械を使って、稲を脱穀しました。私には初めての体験でした。とても面白かったです。バー

モントでは、稲刈りがありません。今年の秋、日本文化について習うことができて、とても楽しかっ

たです。

７　●児童川柳／ミシエールの日記

ペンシル



お知らせ

情 報 局

納
め
忘
れ
は
あ
り
ま
せ
ん
か

青
森
社
会
保
険
事
務
所
・
各

社
会
保
険
事
務
所
で
は
、
国
民

年
金
制
度
に
対
す
る
理
解
を
深

め
て
い
た
だ
き
、
皆
様
の
年
金

権
を
確
保
す
る
た
め
に
次

の
よ

う
な
取
組
み
を
行
っ
て
い
ま
す
。

●
社
会
保
険
事
務
所
の
職
員
・

国
民
年
金
推
進
員
の
訪
問
に
よ

る
納
付
案
内

身
分
証
明
書
を
携
帯
し
た
社

会
保
険
事
務
所
の
職
員
及

び
国

民
年
金
推
進
員
が
、
ご
自
宅
を

訪
問
し
、
保
険
料
の
領
収

や
口

座
振
替
の
お
知
ら
せ
、
年
金
制

度
の
説
明

や
届
出
等
の
相
談
を

行
っ
て

い
ま
す
。

●
電
話
に
よ

る
納
付
案
内

保
険
料
の
納
め
忘
れ
の
あ
る

方
に
、
保
険
料
の
納
付
の
ご
案

内
や
口
座
振
替
の
お
知
ら
せ
、

年
金
制
度
の
説
明
や
届
出
等
の

相
談
を
し
て
お
り
ま
す
。

※
い
ず
れ
も
夜
間
、
休
日
も
実

施
し
て
お
り
ま
す
。
皆
様
の

ご
理
解
と
ご
協
力
を
よ
ろ
し

く
お
願
い
し
ま
す
。

老
後
の
生
活
を
支
え
る
老
齢

基
礎
年
金
、
万
が
一
の
と
き
の

障
害
基
礎
年
金
、
遺
族
基
礎
年

金
を
受
給
す
る
た
め
に
は
、
保

険
料
を
納
め
続
け
る
こ
と
が
大

切
で
す
。

国
民
年
金
保
険
料
の
納
め

忘
れ
に
は
十
分
注
意
し
ま
し
よ

問
い
合
わ
せ

青
森
社
会
保
険
事
務
所

Ｓ
０
１
７
－

７
３
４
卜
7
4
9
0

最
低
賃
金
が
改
正
さ
れ
ま
し
た

青
森
県
最
低
賃
金
は
、
十
月

一
日
か
ら
時
間
額
で
六
〇
六
円

に
改
正
さ
れ
ま
し
た
。

最
低
賃
金
制
度
は
、
「
最
低

賃
金
法
」
に
基
づ
く
国
が
賃
金

の
最
低
限
度
を
定
め
、
使
用
者

は
最
低
賃
金
よ
り
低
い
賃
金
で

労
働
者
を
働
か
せ
て
は
な
ら
な

い
と
定
め
た
も
の
で
す
。

こ

の
た
め
青
森
県
の
最
低
賃

金
は
、
産
業
別
最
低
賃
金

（
四

業
種
）
が
適
用
さ
れ
る
労
働
者

を
除
き
、
県
内

で
働
く
す

べ
て

の
労
働
者
（
常
用
、
臨
時
、
パ

ー
ト
、
ア
ル

バ
イ
ト
を
問
わ
な

言

と
そ
の
使
用
者
に
適
用
さ

れ
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

使
用
者
は
最
低
賃
金
に
つ
い

て
常
時
見
や
す
い
場
所
に
掲
示

す
る
か
、
そ
の
他
の
方
法
で
労

働
者
に
周
知
し
な
け
れ
ば
な
り

ま
せ
ん
。

問
い
合

わ
せ

青
森
労
働
局
　

賃
金
室

Ｓ
０
１
７
－

７
３
４
卜
４
１
↑
⊥
４

法
務
局
な
ん
で
も
相
談
所

青
森
地
方
法
務
局
で
は
、
法

務

局

か
所

掌

す

る
登

記
、

戸

籍
、
国
籍
、
供
託
、
人
権
等
に

関
す
る
特
設
の
無
料
法
律
相
談

所
（
法
務
局
な
ん
で
も
相
談
所
）

を
開
設
し
ま
す
。
秘
密
は
厳
守

し
ま
す
の
で
、
お
気
軽
に
ご
利

用
下

さ
い
。

▼

開
催
日
時

平

成
1
6年
1
2月
４
日
（

土

）

午
前
1
0時
か
ら
午
後
４
時

▼
会
　

場

ぱ
る
る
プ
ラ
ザ
　

ー
階

▼
相
談
内
容

土
地
建
物
の
登
記
、
相
続
、
国

際
結
婚
、
家
賃
等
の
供
託
、
遺

言
、
近
隣
と
の
ト
ラ
ブ
ル
、
お

年
寄
り
や
子
供
の
い
じ
め
等

▼
担
当
者

法
務
局
職
員
、
公
証
人
、
司
法

書
士
、
土
地
家
屋
調
査
士

問
い
合
わ
せ

青
森
地
方
法
務
局
総
務
課

Ｓ
０
１
７
－

７
６
６
卜
6
2
3
1

不
妊
専
門
相
談
セ
ン
タ
ー

を
ご
利
用
下
さ
い

県
で
は
不
妊
に
悩
む
夫
婦
等

を
対
象
に
、
専
門
の
医
師
等
に

よ
る
相
談
・
指
導
、
不
妊
治
療

の
正
し
い
知
識
や
最
新
の
治
療

法
の
紹
介
な
ど
を
行
う
不
妊
専

門
相
談
セ
ン
タ
ー
を
弘
前
大
学

医
学
部
附
属
病
院
に
開
設
し
て

い
ま
す
。

問
い
合
わ
せ

青
森
県
健
康
福
祉
部

こ
ど
も
セ
ン
タ
ー

Ｓ
０
１
７
－

７
３
４
－
9
3
0
3

牛
肉
の
卜
レ
ー
サ
ピ
リ
テ
ィ
ー

シ
ス
テ
ム
が
始
ま
り
ま
す
。

平
成
1
6年
1
2年
１
日
よ
り
、

「
牛
の
個
別
識
別
の
た
め
の
情

報
の
管
理
及
び
伝
達
に
関
す
る

特
別
措
置
法
」

が
流
通
段
階
で

も
施
行
さ
れ
ま
す
。

こ

れ
に
伴

い
、
国
産
牛
肉
（
精

肉
）
を
販
売
し
た
り
、
特
定
料

理

（
焼
肉

・
し

ゃ
ぶ
し

ゃ
ぶ
・

す
き
焼
き
ス
テ
ー
キ
）
と
し
て

提
供
す

る
業
者
は
、
牛
の
個
体

識
別
番
号
を
表
示
す

る
こ
と
に

な
り
ま
す
。

こ

の
個
体
識
別
番
号
を
イ
ン

タ
ー
ネ
ッ
ト
等
で
検
索
す
る
こ

と
に
よ
り
、
牛
の
生
産
履
歴
を

確
認
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

ま
た
、
個
体
識
別
番
号
が
正
し

く
伝
達
さ
れ
て
い
る
こ
と
を
確

認
す

る
仕
組
み
と
し
て
、
小
売

店
で
販
売
さ
れ
て
い
る
精
肉

な

ど
と
、
と
畜
場
に
お
い
て
採
取

さ
れ
た
同

一
個
体
識
別
番
号
の

サ
ン
プ
ル
と
を
D
N
A
鑑
定
に

よ
り
照
合
す
る
こ
と
と
な
っ
て

い
ま
す
。

D
N
A
鑑
定
の
結
果
、
正
し

く
伝
達
さ
れ
て
い
な
か
っ
た
場

合
に
は
、
そ
の
牛
肉

の
取
引
に

関
わ
っ
た
販
売
業
者
に
確
認
を

行

い
、
必
要
が
あ
れ
ば
立
入
検

査
を
お
こ
な
い
ま
す
。

※
特
定
料
理
を
提
供
す
る
専
門

店
で
あ

っ
て
も
、
そ
の
特
定
料

理

が
料
理
全
体
（
酒
類
を
除
く
）

に
占

め
る
割
合
に
よ

っ
て
は
、

●あしら廿|青報局　8



表
示
さ
れ
な
い
場
合
が
あ
り
ま

す
。
ま
た
、
輸
入
牛
肉
、
内
臓

肉
は
表
示
の
対
象
外
で
す
。

問
い
合
わ
せ

青
森
農
政
事
務
所
安
全
管
理
課

S
0
1
7
1
7
7
5－
2
1
5
1

自
衛
隊
生
徒
募
集
中

▼
種
　

目

自
衛
隊
生
徒
（
陸
・
海
・
空
）

▼
概
　

要

専
門
技
術
者
を
養
成

▼
応
募
資
格

（
男
子
）

※
1
7年
４
月
１
日
現
在
の
年
齢

中
卒

（
見
込
み
含
む
）
1
7歳

未
満

▼
受
付
期
間

幵一
月
１
日
～
1
7年
１
月
1
1
1
1

日

▼
試
験
期
日

1
7年
１
月
1
5日

（
１
次
）

問
い
合
わ
せ

自
衛
隊
青
森
地
方
連
絡
部

青
森
募
集
案
内
所

Ｓ
０
１
７
－

７
８
２
－
2
9
9
5

職
場
で
の
ト
ラ
ブ
ル
解
決
を

お
手
伝
い
し
ま
す

個
々
の
労
働
者
と
事
業
主

の
間
の
労
働
条
件
、
募
集
・
採

用
、
セ
ク
ハ
ラ
等
労
働
関
係
の

あ

ら

ゆ

る

紛

争

を

対

象

に

、

次

の

制

度

を

無

料

で

ご

利

用

で

き

ま

す

。

１
　

総

合

労

働

相

談

コ

ー

ナ

ー

に

お

け

る

情

報

提

供

・

相

談

２
　

青

森

労

働

局

長

に

よ

る

助

言

・

指

導

３
　

青

森

紛

争

調

整

委

員

会

（

弁

護

士

・

大

学

教

授

）
に

よ

る

あ

っ

せ

ん

（

あ

っ

せ

ん

は

募

集

・

採

用

に

関

す

る

も

の

を

除

く

）

お

問

い

合

わ

せ

は

、

青

森

労

働

局

総

務

部

企

画

室

又

は

、

基

準

監

督

署

庁

舎

内

総

合

労

働

相

談

コ

ー

ナ

ー

ま

で

お

寄

せ

下

さ

い

。

問

い

合

わ

せ

青

森

労

働

局

総

務

部

企

画

室

Ｓ

Ｏ

１

７
－

７

３

４
－
4
2
1
2

ホ

ー

ム

ペ

ー

ジ

鰥

低

回

ｊ

ｊ

ぶ

Ｏ
日

〇
ｒ
ｉ
.
ｐ
ｌｂ
.ｇ
ｏ
.ｊｐ

／

今月の納税

村民税・県民税

第４期・納期限／11 月30 日

国民健康保険税

第５期・納期限／11 月30 日

忘れずに納めましょう。

傘
松
川
柳
同
好
会

酔

っ
払

い
栓
取

る
手
元
じ
っ
と

見

る
　
　
　
　
　
　
　

年
　

栄

天
地
無
用
黄
昏
の
径
迷

い
道
富
　

栄

城
の
跡
無
形

の
文
化
寂
語
る

国
　

代

あ
と
は
だ
り
あ
ま
り

の
ほ
い
ど

に
言
葉
無
し
　
　
　
　

千
恵
子

真
夏
日
に
光
線

さ
け
る
キ
ャ
ッ

プ
か
な
　
　
　
　
　
　

貴
　

広

再
検
査
異
常
無
し
で
笑
顔
も
ど

る
　
　
　
　
　
　
　
　

悦
　

子

デ
イ
サ
ー
ビ
ス
出
無
精
笑
う
迎

え

の
手
　
　
　
　
　
　
　

瓢
　

一

何
も
な
い
言

い
つ
つ
孫
に
小

遣

い
を
　
　
　
　
　
　
　

久
　

子

文
無
し
が
ギ
ャ
ン

ブ
ル
店
で
競

い
合
う
　
　
　
　
　
　
　
　樫
　

吾

博
奕
打
ち
馬
券
を
当
て
て
無
駄

遣
い
　
　
　
　
　
　

木
　

修

11月行事予定表
日催開 日曜 名事行 所場 間時 当担

―／ＩＩ 月 室教道書 館民公央中
０３●

●

Ｑ

り

１

会員委育教

３ 水 室教芸陶 一夕ンセ合総とさるふ ００・
・
（
リ 々

’Ｅｎ

） 土 会表発同合園稚幼所育保田蓬

８ 月 室教道書 館民公央中 ０Ｑ
Ｊ

・

●

Ｑ
．）
― 会員委育教

０１ 水 室教芸陶 一夕ンセ合総とさるふ ００一
・
９ 々

【
にＤ
１ 月 室教道書 館民公央中 ０３一

・
Ｑ
．）

Ｉ 々

７１ 水 室教芸陶 一夕ンセ合総とさるふ ００・
ー
９ 々

り

乙

ｎ

／一一 月 室教道書 館民公央中 ０３・

―

（
ｊ― 夕

2
4

水 査診康健児歳３児月ケ６歳１ 一夕ンセ合総とさるふ
广｛

．）

４卜

卜

？

】

― 課活生民住

室教芸陶 ク
0 0

―

■

９

会員委育教

Ｑ
Ｊ
２
一 月 室教道書 館民公央中 ０３一

・
Ｑ
り
― 々
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学校給食に桃太郎トマト登場！

８月27日、蓬田幼稚園・小学校・中学校で蓬田村の桃

太郎トマトが給食にてました。これは、地場産のものを

使って欲しいとの県からの要望と蓬田村のトマトを子供

達に食べて欲しいという思いから、乗っかる農協蓬田支

店の協力により実現しました。

給食を食べた児童からは、「とてもおいしかった」と

大好評でした。

おおきくなるぞ！⑥
～最終回～

幼稚園のかわいい園児たちを毎月紹介していきます。

山口　明日花ちゃん

（山○ 昭二さ政　中沢）

ここも元気ご活発ぢ孚ご寄。

劭坩面ごもなＪと坤胞（ 楽

し（ 游九己（ ださいね。

戸 籍 の

窓　　囗

人口と世帯数

９月30日現在　前月比

総人口　3, 508人　（-2 ）

男　　1,665人　（-1 ）

女　　1,843人　（-1 ）

世帯数　1,089世帯（+1 ）

９月受付分

お誕生おめでとうございます

しゅんすけ
佐 井　 俊 介

ふじ もと　　おう か
藤 本　 桜 歌

忍
靖　子

正　人
可奈子

長男

長女

ご結婚おめでとうございます

八幡　清彦　　 （高　　根）
木戸　 幸子　　 （青 森 市）

おくやみ申し上げます

福井　キソ（郷　　沢　93歳）

吉崎勝三郎（蓬　　田　96歳）

あと12区画！
グリーンタウン

よもぎた
好評分譲中！

お問い合わせ
…

役
場総務課企画班
(S27 ― 2111)

編
　

集
　

後
　

記

▽
平
成
1
6年
も
残
り
２
ヶ
月
。

４
月

か
ら
広
報
担
当

に
な
り

あ
っ
と
い
う
間
に
過
ぎ
た
よ
う

な
感
じ

が
し
ま
す
。
や
っ
と

仕
事
に
も
な
れ
て
き
た
の
で
、

こ
れ
か
ら
広
報
の
内
容
を
充
実

さ
せ
て
い
こ
う
と
思
い
ま
す
。

▽
広
報
で
は
記
事
を
探
し
て
い

ま
す
。
小
さ
い
こ
と
か
ら
大
き

な
こ
と
ま
で
な
ん
で
も
結
構
で

す
。
「
こ
れ
は
ぜ
ひ
広
報
に
載

せ
て
も
ら
い
た
い
」
と
思
い
ま

し
た
ら
、
役
場
企
画
班
ま
で
お

願
い
し
ま
す
。

●戸籍の窓口　10

お

詫

び

と

訂

正

広
報
よ
も
ぎ
た
1
0月
号
の
4
6

年

ぶ
り

の
再
会
を
慶
ぶ
の
中
で

「
坂
本
明
已
先
生
」
は
「
坂
本

昭
已
先
生
」
の
誤
り
で
し
た
。

お
詫
び
し
て
訂
正

い
た
し
ま

す
。

広報 よもぎた

平成16年11 月発行　通巻343 号

編集発行　 蓬田村総務課企画班

〒030-1211

青森県東津軽郡蓬田村蓬田汐越1 －3

TEL　0174-27-2111

FAX  0174-2 フー3255

http://ｗｗｗ･ yomogitamura.cｏｍ/

印刷：青森ロロニー印刷
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